
 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 第１回恵庭市文化財保護委員会資料 





期日 対象 趣旨

1.常設展示 通年 一般 郷土の自然・歴史・文化の展示解説（戦争資料展　他）。

2.カリンバ遺跡展（常設） 通年 一般 平成11年度,調査されたカリンバ遺跡,出土品、土坑墓レプリ
カ、漆製品（複製）、玉等を中心に展示。

3.令和5・6年度 市内遺跡発掘調査
成果展

4月19日～
6月15日

一般
令和5年度に発掘調査した柏木川9遺跡、令和6年度に発掘調
査した茂漁1遺跡等の調査成果を、遺物の実物展示や遺構の
写真等を使い、わかりやすく展示。

4.企画展「恵庭～昭和のあゆみ」
7月5日～
8月24日

一般
令和7年度、昭和100年を迎えることから、写真や生活用具
をまじえ、昭和の恵庭を振り返る。

5.特別公開2025国指定重要文化財
カリンバ遺跡出土品展及び市内遺跡
ミニ展示

9月13日～15日 一般
埋蔵文化財整理室において普段は展示していないカリンバ遺
跡出土の重文の漆製品（実物）を特別公開。西島松5遺跡で
見つかった連珠の30連以上の展示も実施。

6.（仮）恵庭の擦文前期土坑墓～西
島松5遺跡とユカンボシE7遺跡の比
較

10月25日～
12月21日

一般

西島松5遺跡は7～9世紀のお墓が90基、ユカンボシE7遺跡
は6～7世紀のお墓が23基確認されており、当時北海道では
あまり出土していない金属製品が数多く副葬されていた。そ
れらを比較して展示。

7.コレクション展「道具のうつりかわり」 1月 一般 生活用具の変遷について、収蔵資料を使って紹介。

8.収蔵資料展 随時 一般 収蔵資料の中からテーマを決めて展示。

1.見学会・講座

(1)ふるさと散歩見学会「古里チョイ散歩」6/28,7/12,8/23 ボランティア共催事業。市内の歴史的スポットを見学。

(2)カリンバ講演会 5月10日 講師：オホーツクミュージアムえさし高畠館長
演題：「北の歴史を変えるオホーツクの金の刀」

(3)遺跡を歩こう 5月25日 恵庭と千歳の遺跡を埋文調査員がウォーキングしながら解説。

(4)カリンバまつり 7月26日 土器作り、勾玉作り等を実施。

(5)勾玉づくり 9月11日 若草小に出向き、2年生25名が勾玉作りを実施。

(6)西島松5遺跡シンポジウム 10月13日 新たに重要文化財に指定された西島松5遺跡のシンポジウム。

(7)カリンバ土曜講座 4～3月 資料館学芸員4名が計4回の講座を実施。

(8)学芸員による展示解説 4～3月 資料館学芸員4名が計12回の展示解説を実施。

2.観察会

(1)自然観察会 5月24日 一般 　カリンバ遺跡周辺の野鳥を中心とする自然観察。

(2)漁川の生きもの観察会 8月2日 小中学生 　市内の川に生息する魚類・水生昆虫の観察。

3.体験学習会

(1)モノづくり体験 8/8,9  10/11 一般 粘土や黒曜石を使ったモノづくりを体験する。

(2)昔の道具体験 5・10月 小中学生 収蔵資料の中から安全に動かすことができる資料を選択し、
体験する。

(3)昔のあそび体験 5～10月 小中学生 屋外やホールで使用可能なもののみ実施する。

4.レファレンス

(1)レファレンスの実施

5.資料活用

(1)ふるさと教育宅配事業

6.アイヌ政策推進交付金事業

(1)アイヌ文化マスター育成事業 6～翌2月 市内小中学生 市内の小中学生がアイヌ語や恵庭市、平取町などのアイヌ文
化を計8回の講義で学ぶ。

(2)アイヌ文化学習見学会事業 8月3日 一般
公募した参加者をバスで引率し、白老町の国立アイヌ民族博
物館でアイヌ文化を学ぶ。

(3)アイヌ文化講演会事業 11月30日 一般 アイヌの文化や歴史についての講演会。

(4)ムックリ製作体験事業 7月26日 一般
ムックリ製作体験を通じてアイヌ文化を知ってもらい、多文
化共生社会の実現を目指す。

1.自然資料収集 通年 自然情報の収集保存。

2.郷土資料収集 通年 郷土資料の収集保存整理。

3.郷土史に関する調査 通年 聞き取り調査・写真による記録保存。

4.高齢者の記憶に残る歴史的事柄の
記録

通年 郷土史及び、個人が実際に体験し、記憶の中に残っている恵
庭の歴史を「個人の記憶の記録」として保存。

5.収集資料のデジタル化 通年 収蔵資料のデジタル化を進め、事務の効率化を図るとともに
資料公開に備える。

随時 一般
郷土の自然・歴史・文化にかかる市内外からの問い合わせに
対して、調査し回答を行う。

6～10月

令和7年度郷土資料館事業計画

事業名

展示事業

市内小学校
ふるさと教育の一環として、収蔵資料の内、貸出し対象資料
となっている資料を各小学校に巡回させながら配送し、利活
用の拡充を図る。

教育普及事業

一般

資料収集
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期日 対象 趣旨

1.史跡整備
（①ごみ拾い、②花植え、③草刈
り）

4～10月 ①②春に地元町内会等と合同で実施
③年2回（6・8月）業者委託で実施

2.北海道縄文のまち連絡会 9月 加盟30市町村 9月に函館市で総会

1.市広報誌、新聞等の活用 随時

2.資料館ホームページの充実と活用 随時

3.郷土資料館だよりの発行 年4回 郷土資料館の事業案内を活動紹介。

4.小学校へのチラシ配布 年1回 郷土資料館の事業案内。

5.転入者に対する利用案内 通年
一般市民
（転入者）

転入者に対して恵庭市を理解するための学習施設の存在を
PRする。

1.館内説明案内サービス 随時 一般 館内説明の充実。

2.学校教育等との連携 通年 一般 学校教育・社会教育学習団体に対する利用促進の働きかけ。

事業名

啓発活動

史跡整備

周知・刊行物
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令和 7 年度 埋蔵文化財の保護について（7 月 9 日現在） 

 

１．発掘調査 

（１）ユカンボシ E12 遺跡 

   調査原因：個人住宅建築に伴う記録保存調査 

   調 査 地：和光町 4 丁目 625-2 

 調査面積：142 ㎡ 

 調査期間：5 月 26 日～7 月 11 日 

   遺構：柱穴 

遺物：縄文土器・石器（コンテナ 4 箱分） 

 

（２）ユカンボシ E11 遺跡 

   調査原因：個人住宅建築に伴う記録保存調査 

   調 査 地：和光町 5 丁目 530-11 

   調査面積：75 ㎡ 

   調査期間：7 月 14 日～7 月 30 日 

 

２．埋蔵文化財保護のための事前協議に係る試掘調査 

（1）ユカンボシ E2 遺跡 

   調査原因：個人住宅建築に伴う試掘確認調査 

調 査 地：和光町 5 丁目 498-11・498-25 

調査面積：535.11 ㎡ 調査期間：5 月 19 日 

遺構・遺物：石器 1 点 

調査結果：要工事立会 

 

（2）ユカンボシ E2 遺跡 

   調査原因：宅地造成工事に伴う試掘確認調査 

   調 査 地：和光町 5 丁目 495-1  

調査面積：2,520.39 ㎡ 調査期間：5 月 16 日   

遺構：遺物：なし 

調査結果：工事着工可 

 

（3）茂漁 5 遺跡（隣接地） 

   調査原因：集合住宅新築工事に伴う試掘確認調査 

   調 査 地：幸町 2 丁目 449-2・449-24 

調査面積：983.8 ㎡ 調査期間：5 月 20 日   

遺構：遺物：なし 

調査結果：工事着工可 

 

（4）ユカンボシ E3 遺跡 

   調査原因：蓄電所建設に伴う試掘確認調査 

   調 査 地：戸磯 455-1・456-1・456-2・456-3・457-1  

調査面積：4,438 ㎡ 調査期間：5 月 21・21 日   

遺構：遺物：縄文土器 7 点・石器 2 点 

調査結果：要発掘調査・要工事立会・要慎重工事 

 

3．埋蔵文化財包蔵地の照会 

   31 件 
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遺跡位置図

　　凡例　　
●：発掘調査
▲：試掘調査

▲

ユカンボシＥ12遺跡

▲

茂漁5遺跡(隣接地)

ユカンボシＥ11遺跡

ユカンボシＥ2遺跡

▲
ユカンボシＥ3遺跡

-4-



 
 

令和 7 年度 史跡カリンバ遺跡整備事業について 

 

1．整備実施設計委託 

今年度は史跡整備を検討する「史跡カリンバ遺跡整備検討委員会」を開催し、実施設計を

作成する計画です。第 1 回はオブザーバーとして文化庁調査官と道教委の担当者を招いて、

5 月 30 日に開催しました。令和 8 年度以降に史跡の現地整備（園路や看板類の設置）を実

施する予定です。 

・委託業者： 北海道造園設計（株） 

・契約金額： 6,204,000 円（国庫補助金 1/2、道補助金 1/4、市単独費 1/4） 

・委託期間： 令和 7 年 5 月 27 日から令和 8 年 3 月 13 日 

 

2．史跡環境整備 

（1）ごみ拾い・花植え 5 月 24 日（土）に地元住民やカリンバの会と共同で開催し、延べ 43 名

が参加しました。 

（2）草刈り 年 2 回行います。1 回目は 6 月上旬に実施しました。2 回目は 8 月下旬を予定し

ています。 

・委託業者： （合）牧場造園 

・契約金額： 1,925,000 円（市単独費） 

・委託期間： 令和 7 年 5 月 28 日から 8 月 29 日 

 

3．説明板再建工事 

令和 6 年度末に史跡にある説明板の脚が腐食し倒壊した。急遽、既存の盤面や脚部を再

利用し、ほぼ同じ場所に再建工事を行った。 

・工事業者： （有）北海道パークシステム 

・契約金額： 180,950 円（市単独費） 

・委託期間： 令和 7 年 5 月 15 日から 6 月 6 日 

 

 

 

 

 

再建後の写真 
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4．立木剪定委託 

史跡や史跡関連用地の立木の枝が歩道や車道にはみ出し建築限界を侵していたことから、

業者に委託し立木の剪定を行った。 

・工事業者： （合）牧場造園 

・契約金額： 277,200 円（市単独費） 

・委託期間： 令和 7 年 6 月 24 日から 7 月 31 日 

 

5．倒木伐採委託 

史跡関連用地の立木が倒れ、隣接する北海道文教大学の敷地に侵入したことから、急遽

伐採を委託した。 

・工事業者： （合）牧場造園 

・契約金額： 38,500 円（市単独費） 

・委託期間： 令和 7 年 5 月 29 日から 6 月 10 日 

 

6．危険木伐採委託 

史跡と史跡関連用地の立木が立ち枯れし倒壊の危険がある、または歩道などにはみ出す

など危険なことから、計 4 本を業者に委託し伐採する。 

・委託業者： 未定 

 

令和 7 年度 西島松 5 遺跡出土品重要文化財事業について 

 

1．金属製品保存箱作製委託 

令和 6 年度に重要文化財に指定された金属製品のうち、専用の保存箱がない刀子や鉄斧

等の 133 点についてアクリル製の保存箱 12 個の作製を委託します。 

・委託業者： （公財）元興寺文化財研究所 

・契約金額： 19,100,400 円（国庫補助金 1/2、道補助金 1/4、市単独費 1/4） 

・委託期間： 令和 7 年 5 月 28 日から令和 8 年 3 月 13 日 

 

2．展示ケース作製委託 

金属製品は湿度 40％前後での展示が要求されますが、郷土資料館は空調がありません。

資料館で重要文化財の金属製品を通年で展示できるように、湿度を一定に保てる特別な展

示ケース（エアタイト展示ケース）1 台の作製を委託します。 
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・委託業者：  （株）クマヒラ 

・契約金額： 4,345,000 円（市単独費） 

・委託期間： 令和 7 年 5 月 20 日から 9 月 30 日 

 

3．写真撮影委託 

重要文化財の刀類（大刀・蕨手刀・横刀）単体とお墓ごとの副商品の集合写真の撮影をプ

ロカメラマンに委託し、その写真を使用して重要文化財のパンフレット等を作成します。 

・委託業者：  （有）写真事務所 クリーク 

・契約金額： 935,000 円（国庫補助金 1/2、    

市単独費 1/2） 

・委託期間： 令和 7 年 4 月 25 日から 

7 月 31 日 

                          

  15 号土坑墓 

 

4．パンフレット作成委託 

重要文化財を紹介するパンフレット 3,000 部の作成を委託します。 

・委託業者： 未定 

 

5．写真集作成委託 

重要文化財の写真集 1,000 部の作成を委託します。 

・委託業者： 未定 

 

6．新指定記念シンポジウムとミニ展示 

重要文化財の指定を記念し、大学の講師や文化庁の調査官など専門家を招いて一般市

民向けのシンポジウムとミニ展示（実物資料数点と写真パネルなどを展示）を開催します。 

・日程： 10 月 13 日(月・祝） 午後 

・会場： 恵庭市民会館 3 階 中ホール  

・予算金額： 780,000 円（国庫補助金 1/2、市単独費 1/2） 
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令和 7 年度 アイヌ政策推進交付金事業について 

 

1．アイヌ文化マスター育成事業 

アイヌ文化を学ぶ意欲がある市内に在住する小中生を公募し、6 月から令和 7 年 2 月まで

毎月一回、日曜日にアイヌ文化の講座や国立アイヌ民族博物館（白老町）などの見学を行い

ます。10 月の土日には 1 泊 2 日で網走市と北見市常呂で、11 月の土日にも同じく 1 泊 2 日

で新ひだか町と平取町でアイヌ文化等の研修を行い、本市の多文化共生社会の実現へとつ

なげるための次世代のリーダーを育成します。事業完了時には事業内容や成果を公開する

展示を郷土資料館で開催する予定です。公募は 5 月に行い、5 名の小学生が応募しました。

恵庭市アイヌ施策推進委員会による選考の結果、その 5 名全員が参加することとなりました。 

 

2．アイヌ文化学習見学会事業 

8 月 3 日（日）に市民を白老町の国立アイヌ民族博物館に大型バスで引率します。単なる

見学会にならないようにするため、恵庭市文化財保護委員会の内田委員長（元文化庁調査

官）に解説を依頼し、アイヌ文化やアイヌと和人とのかかわりを深く学べる機会を提供します。

定員は 40 名で、参加者は 7 月 7 日から 24 日まで公募します。 

 

3．アイヌ文化講演会事業 

11 月 30 日（日）に市民会館でアイヌ民族の文化や歴史に対する理解を市民の皆様に広げ

るため第 3 回アイヌ文化講演会を開催します。恵庭市文化財保護委員会の内田委員長（元

文化庁調査官）に講師をお願いし、アイヌ文化に関する講演を行う予定です。 

 

4．ムックリ製作体験事業 

7 月 26 日（土）に公募した参加者 15 名にムックリ製作体験をしてもらう本事業を「第 12 回

カリンバまつり」の中で開催します。ムックリ製作を通じてアイヌ文化を知ってもらい、多文化

共生社会の実現を目指します。 

 

令和 7 年度 カムイノミ・イチャルパの実施について 

 

 令和 5 年度に市教委の発掘調査で市内の遺跡から見つかったアイヌ遺骨等 11 体が白老

町にある民族共生象徴空間（通称ウポポイ）の慰霊施設などから恵庭市に地域返還され、御

遺骨等は恵庭市埋蔵文化財整理室（牧場 219 番地）にあるアイヌ副葬品等保管室に安置さ
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れました。 

 今年は 10 月 5 日（日）に恵庭アイヌ協会が御遺骨等の地域返還に係るカムイノミ・イチャル

パ（神々への祈り・先祖供養）を恵庭市埋蔵文化財整理室で実施する予定で、郷土資料館と

福祉課が協力して行います。 
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